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マルチビューステレオ技術による衛星3D地図
インフラ事業者などが、衛星3D地図を活用することにより、

現地調査の回数を減らせます
#顧客体験価値向上 #業務効率化 #グリーントランスフォーメーション

広範囲かつ複雑な地形において高精度・高解像度に
再現できる技術がありませんでした。

3D地図技術によりテレコム、都市計画、森林管理な
ど幅広い業界へ利用拡大・市場創出します。

• 当社の独自の画像処理技術、マルチビューステレオ処理を用
いて、大量の衛星画像データから高精度な3Dモデルを生成

• この先進技術により、地形や建物などの詳細で正確な3D
データを提供

世界で初めて5m解像度の細かさで地球上の全ての陸地の起伏を
表現した「デジタル3D地図」

テレコム分野における電波伝搬シミュレーションを通じた無線ネットワーク設計や都市計画分野における環境シミュレーション、森林
管理分野における資源量把握など、インフラ整備、防災、環境モニタリング、公衆衛生等の幅広い分野のシミュレーションに活用。
（2014年からサービス提供中。衛星画像データ市場規模：3,000億円（ 2030年））

関連展示＝δ05-06 出展社＝株式会社NTTデータ 関連リンク＝AW3Dウェブサイト

問い合わせ先URL 社外連携先＝一般財団法人リモート・センシング技術センター

https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/D05-06-j.pdf
https://www.aw3d.jp/
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=901&param03=D05-05
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